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News Release（1） 
【平成28年 10月 13日（木）午後2時発表】  

▼日吉町郷土資料館秋季特別展 
「山里のくらし－木材生産と大堰川水運－」開催 
▼概要 

かつての日吉町天若地区では、自給的な農業を基本に豊かな森林資源を活用した

林業や大堰川を利用した筏流し、舟運、川漁などに従事し、それらを季節ごとに組

み合わせるくらしを行ってきました。このような森と川のめぐみを受けたくらしは、

天若地区はもとより、周辺の山里の特色といえますが、とりわけ当地域周辺で生産

された薪類は、「世木の千把（センバ）」と呼ばれ、各家庭にガスが普及するまで

その需要は大きいものでした。そうした地域が、本年３月に京都丹波高原国定公園

に指定されました。今後は「森の京都～森・川・里に守り継ぐ自然と文化」をテー

マに、適切な保護と利用が図られます。当館においても、このような取り組みを推

進するため、木材生産とそれらを運んだ大堰川水運の歴史を紹介する展示会を企画

しました。山仕事の道具、古文書、絵図などの展示品から、当地域の歴史文化にふ

れていただく機会となれば幸いです。 

 

【開催期間】 １０月８日（土）～１２月４日（日） 

【開館時間】 ①午前９時～午後５時、②午前１０時～午後４時 

       ※１０・１１月は①、１２月は②の開館時間となります。 

       ※入館は①、②とも閉館の３０分前まで 

【場  所】 南丹市日吉町郷土資料館 

【休 館 日】 毎週水曜日 

【入 館 料】 大人200円、高・大学生150円、小・中学生100円 

      （20人以上の団体は2割引。南丹市内在住の小・中学生は無料。身体

障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳、戦傷病者手

帳を持つ方とその介護者は半額） 

【展示資料】・山仕事の道具 

・大堰川水運にする古文書類（「豊臣秀吉朱印状」など） 

・絵図類（由良川と大堰川の連結計画を描いた「由良通船川々絵図」 

など） 

 

▼この記事に関するお問い合わせ 

 南丹市日吉町郷土資料館  担当：犬持 

（電話 0771-68-0069） 



平成28年10月8日［土］→12月4日［日］

▲ 開館時間
　①午前9時～午後5時　②午前10時～午後4時

▲ 休館日
　毎週火・水曜日（11月23日［水］は開館）、11月24日［木］

▲ 入館料
　大人200円、高校・大学生150円、小・中学生100円

※10月9日［日］のみ午後1時からの開館となります
※10/8から11/30までが①、12/1から12/4までは②の開館時間となります
※①・②いずれも入館は閉館30分前までとなっています

※20名以上の団体は2割引　※身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福
祉手帳・戦傷病者手帳を持つ方とその介護者は半額　※南丹市内在住・在校の小・
中学生は無料　※11月19日［土］・20日［日］は「関西文化の日」実施のため入館無料

≪関連行事≫
ミュージアム・トーク（展示解説）
10月29日［土］　11月23日［祝］　14：00 ～ 15：00

▲

 「山とともにくらすー森・川・いかだー」
平成28年10月22日［土］～ 11月27日［日］／第32回特別展

亀岡市文化資料館〔〒621-0815京都府亀岡市古世町中内坪1／tel：0771-22-0599〕
□開館時間＝午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）　□休館日＝毎週月曜日
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〒629-0334 京都府南丹市日吉町天若登地谷7番地
TEL：0771（68）0069 ／ FAX：0771（72）1130
http://www.be.city.nantan.kyoto.jp/hiyoshi-shiryokan/

南丹市日吉町郷土資料館
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どきタマちゃん

〒622-0004 京都府南丹市園部町小桜町63番地
TEL：0771（68）0081　FAX：0771（63）2983
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【交通案内】
京都縦貫自動車道「園部 IC」左折、府道 19 号園部平屋線を直進、南丹市日
吉町内「日吉大橋」を右折、「スチールの森京都」内。
※公共交通を利用してお越しになられる方は、バス等の時間に制約があ
りますのでご注意ください

千把を運ぶ舟（保津川・練戸の瀬）

山仕事の道具

「由良通船川々絵図」

現在のトロッコ保津峡駅付近を下る筏 「知井組七ヶ村困窮ニ付御願取調扣帳」（1816年） 天若地区宮村の特産品“イカキ”

【表面掲載資料】上段：［上］「丹波州之図」（1768年）・［下左］筏をあむ道具と筏綱・［下中］キンマとアブラツボ・［下右］「船荷物積下シ控帳」（1847年）、下段：日吉ダム建設前の日吉町天若地区

のくらし
―――木材生産と大堰川水運―――
山里
　かつての日吉町天若地区では、自給的な農業を基本に豊かな森
林資源を活用した林業、大堰川を利用した筏流しや舟運、川漁な
どに従事し、それらを季節ごとに組み合わせるくらしを行ってき
ました。このような森と川のめぐみを受けたくらしは、天若地区
はもとより、周辺の山里地域の特色といえますが、とりわけ当地
域周辺で生産された薪類は、「世木の千把」と呼ばれ、各家庭にガ
スが普及するまでその需要は大きいものでした。
　本展示会では、木材の生産に使用された道具をはじめ、大堰川
水運に関係した古文書や絵図などから、当地域で受け継がれてき
た歴史文化を紹介します。多くの方々にご覧いただき、山里のく
らしを感じていただければ幸いです。
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